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　被災地の生活の復旧・復興や被災された人たちへの寄り添いやお手伝いなどを目的とした、
自発的な活動として、自然災害等に見舞われた地域に全国からお手伝いをしたいという思いを持っ
た人たち（ボランティア）が集まります。
　近年では、数多くのボランティアの人たちが、自発的に様々な主体と協働し活発な活動が行われ、
予防から復旧・復興に至る災害対策のあらゆる局面において、大きな役割を果たしてきています。

● 避難所でのお手伝い（炊き出
し、洗濯など）

● 暮らしのお手伝い（お買い物、
家事手伝い、家庭教師など）

● ペットの世話
● 被災された人たちに元気に
なっていただくための交流機
会づくり・イベント開催

● 暮らしに必要な情報の提供支
援（FM 放送、ニュースレター、
ミニコミ誌など）

● 復興期における地域おこしの
お手伝い

【被災地で行われた防災ボランティア活動の例】

様々な人たちが活動しています

どんな人たちが防災ボランティア活動をしているの？

防災ボランティア活動とは？

（例）
○ 学生や若い人たち
○ 企業の従業員、行政職員
○ 看護師、建築士などの専門知識や技術
　・技能を有する人たち
○ 日頃からボランティア活動に関わる人たち
　・組織（社会福祉協議会等）
○ ＮＰＯの関係者
○ ボランティアの経験のある専門家たち

など

ほか、

ＮＰＯとは
　「NonProfit Organization」 の略。非営利での社会貢献活動や慈
善活動を行う市民団体のこと。
　防災の他、医療・福祉・環境・文化・芸術・スポーツ・まちづくり・
国際協力・交流・人権・平和など、幅広い分野で活動が行われている。

避難所での足湯の様子（新潟県刈羽村）避難所での足湯の様子（新潟県刈羽村）避難所での足湯の様子（新潟県刈羽村）

写真提供：菅磨志保写真提供：菅磨志保写真提供：菅磨志保

家屋周辺の泥だしをしている様子
（福井県）
家屋周辺の泥だしをしている様子
（福井県）
家屋周辺の泥だしをしている様子
（福井県）

写真提供：蓮本浩介写真提供：蓮本浩介写真提供：蓮本浩介

崩れた土蔵の片付けをしている様子
（石川県輪島市）
崩れた土蔵の片付けをしている様子
（石川県輪島市）
崩れた土蔵の片付けをしている様子
（石川県輪島市）

写真提供：黒澤司写真提供：黒澤司写真提供：黒澤司

現地に到着したボランティアバスの様子現地に到着したボランティアバスの様子現地に到着したボランティアバスの様子



延べ約10,000人以上の防災ボランティア活動が行われた地域

上記以外の防災ボランティア活動が行われた地域平成17年9月　台風第14号（12,200人）

平成9年7月　鹿児島県出水市土石流災害

平成15年7月　梅雨前線豪雨

平成17年3月　福岡県西方沖を震源とする地震

平成16年8月　台風第15号

平成13年9月　高知県南西部豪雨災害（11,500人）

平成21年7月　中国・九州北部豪雨（9,700人）

平成12年10月　鳥取県西部地震

平成13年3月　芸予地震

平成16年8月　台風第16号

平成16年10月　新潟県中越地震（95,000人）

平成9年1月　ナホトカ号海難・流出油災害（274,600人）

平成16年7月　福井豪雨（60,200人）

平成16年10月　台風第23号（44,500人）

平成16年9月　台風第21号及び台風第22号（11.900人）

平成12年6月　東京都三宅島噴火災害

平成5年7月　北海道南西沖地震（9,000人）
平成12年3月　北海道有珠山噴火災害（9,300人）　

平成20年6月　岩手・宮城内陸地震

平成16年7月　新潟・福島豪雨（45,200人）

平成19年7月　新潟県中越沖地震（28,300人）

平成19年3月　能登半島地震（15,300人）

平成14年7月　台風第6号

平成20年7月28日からの大雨

平成15年7月　宮城県北部を震源とする地震

平成7年1月　阪神・淡路大震災（1,377,300人）

平成12年9月　秋雨前線豪雨災害（東海豪雨）（19,600人）

平成18年7月　梅雨前線による豪雨（21,000人）

平成21年8月　台風第9号（22,700人）

平成20年8月末豪雨

近年の防災ボランティア活動の被災地でのあゆみ
　これまで全国各地の被災地で防災ボランティア活動が展開されています。
　ここでは、平成以降で多くのボランティアが参加した主な災害を記載しています。
なお、下図以外でも近隣での助け合いやボランティア活動は行われています。

　これまで発生した災害の経験を踏まえて、防災ボランティア活動は発展してきており、
現在、被災地において大きな役割を果たしています。

※（　　　）内、参加ボランティアの延べ人数
※参加ボランティアの延べ人数は、防災白書、内閣府（防災担当）が実施
した「災害ボランティアセンター調査」の結果などをもとに作成

仮設住宅での地元ボランティアとの
打合せの様子（石川県穴水町）
仮設住宅での地元ボランティアとの
打合せの様子（石川県穴水町）
仮設住宅での地元ボランティアとの
打合せの様子（石川県穴水町）

写真提供：特定非営利活動法人レスキューストックヤード写真提供：特定非営利活動法人レスキューストックヤード写真提供：特定非営利活動法人レスキューストックヤード

地震で崩れた里山の整備をしている様子
（新潟県小千谷市）
地震で崩れた里山の整備をしている様子
（新潟県小千谷市）
地震で崩れた里山の整備をしている様子
（新潟県小千谷市）

写真提供：特定非営利活動法人みえ防災市民会議写真提供：特定非営利活動法人みえ防災市民会議写真提供：特定非営利活動法人みえ防災市民会議

家屋周辺の泥だしをしている様子
（福井県）
家屋周辺の泥だしをしている様子
（福井県）
家屋周辺の泥だしをしている様子
（福井県）

写真提供：美川町災害ボランティアセンター写真提供：美川町災害ボランティアセンター写真提供：美川町災害ボランティアセンター

家屋内の片付けをしている様子
（山口県岩国市美川町）
家屋内の片付けをしている様子
（山口県岩国市美川町）
家屋内の片付けをしている様子
（山口県岩国市美川町）



　防災ボランティア活動に対する国民意識
は、「期待する」「どちらかといえば期待す
る」と肯定的な回答を示した人の割合が約
9 割（87.9％）であり、「期待しない」「ど
ちらかといえば期待しない」と否定的な回
答をした人の割合を大きく上回り、地域防
災力を高める観点からボランティア活動へ
の期待の大きさが伺える結果となった。

　内閣府では、防災ボランティア活動への意識調査を平成 22年８月６日から 15日にかけて実施した。
全国の 20歳以上の男女 4,000 人を対象に調査員による個別面接調査を行い，1,279 人から回答を得た（回収率 32％）。

●  回答者の１割程度が、災害時のボランティア活動の経験があると回答。
 　阪神・甲信越地域の被災経験のある地域では、経験があるという回答をした人が２割程度。
●  経験した活動内容は、「避難所の運営の手伝い」が一番多く、
　 ついで「家屋などの片付けの手伝い」が多かった。
●  活動に参加した動機は、「所属団体（会社・学校など）からの呼びかけがあった」
　 が一番多かった。  　⇒ 日頃のつながりが活動への参加に影響している

防災ボランティア活動、９割の期待・１割の経験

ボランティア活動への期待

ボランティア活動の経験 経験した内容

ｎ＝
  1,279
ｎ＝
  1,279
ｎ＝
  1,279

未回答（8）1％未回答（8）1％未回答（8）1％

期待する
61.4％
期待する
61.4％
期待する
61.4％

どちらかといえば
期待する
26.5％

どちらかといえば
期待する
26.5％

どちらかといえば
期待する
26.5％

どちらかといえば
期待しない

5.1％

どちらかといえば
期待しない

5.1％

どちらかといえば
期待しない

5.1％

期待しない   3.1％期待しない   3.1％期待しない   3.1％ わからない   4.0％わからない   4.0％わからない   4.0％

災害時のボランティア活動の経験は、全体の１割

参加経験がない（1,333）
87%

参加経験がない（1,333）
87%

参加経験がない（1,333）
87%

参加経験がある
（158）
 12％

参加経験がある
（158）
 12％

参加経験がある
（158）
 12％

９割

防災ボランティア活動、９割の期待
　内閣府では，地域防災力に関する国民意識調査を平
成 22 年 2 月 27 日から 3月 8日にかけて実施した。全
国の 20 歳以上の男女 3,000 人に調査票を郵送し，
1,196 人から回答を得た（回収率 39.9％）。

避難所の運営の手伝い
（救援物資の仕分け・配布など）

家屋などの片づけの手伝い

子供の世話や遊び相手、高齢者などの介護の手伝い

特別の資格や技能を活かした手伝い

災害ボランティアセンターの運営の手伝い

サロン活動の手伝い（被災者の憩いの場づくりなど）

被災者への情報提供（情報誌の作成など）

被災地外でのボランティア活動には参加したことがある

その他の活動

0 15 30 45 60

525252

505050
353535

353535

121212

88

101010

161616

181818

ｎ＝263
複数回答可
ｎ＝263

複数回答可
ｎ＝263

複数回答可



　内閣府では、防災ボランティア活動への意識調査を平成 22年８月６日から 15日にかけて実施した。
全国の 20歳以上の男女 4,000 人を対象に調査員による個別面接調査を行い，1,279 人から回答を得た（回収率 32％）。

● 災害時のボランティア活動に参加の意向を　 
　 持つ人は、全体の７０ ％ を占める。
　 さらに、７０歳未満では７９％ を占める。

● 参加する動機・条件を聞いたところ、「親族縁者や知人が住んでいる地域で災害が発
生した場合」を理由としてあげる回答が一番多く、ついで「友人、知人から誘われ
た場合」、「所属団体（会社・学校など）から呼びかけがあった場合」が多くなっている。

　　⇒ 被災地との関わりや日頃の関わりが活動への参加に影響する

災害時のボランティア活動、７割が参加の意向

参加する動機・条件

参加の意向

ｎ＝1,279ｎ＝1,279

ｎ＝1,694
複数回答可

592592592

319

271271271

155155155

124124

6565

3636

9393

3939

0 150 300 450 600
親類縁者や知人が住んでいる地域で

災害が発生した場合

友人・知人から誘われた場合には参加する

所属団体（会社・学校など）から
呼び掛けがあった場合

日帰りで戻って来ることができる場合には参加する

被災地へ無料で行ける交通手段がある場合には参加する

被災地活動に関する情報や活動環境が充実している場合

一泊二日で戻って来ることができる場合には参加する

被災地外でできる活動であれば参加する

上記などの条件がなくても、積極的に参加したい

ｎ＝1,279ｎ＝1,279ｎ＝1,279

参加意向がある（898）
70％

参加意向がある（898）
70％

参加意向がある（898）
70％

参加したくない
（307）
24％

参加したくない
（307）
24％

参加したくない
（307）
24％

未回答（74）　6％未回答（74）　6％未回答（74）　6％

７割



● 活動の内容は、「避難所の運営の手伝い」が一番多く、ついで「家屋などの片付けの手
伝い」「子どもの世話や遊び相手、高齢者などの介護の手伝い」など誰もができる活動、
イメージしやすい活動が多くなっている。

参加したいと思うボランティア活動

ｎ＝1,279ｎ＝1,279

ｎ＝1,722
複数回答可

0 150 300 450 600

　内閣府では、防災ボランティア活動への意識調査を平成 22年８月６日から 15日にかけて実施した。
全国の 20歳以上の男女 4,000 人を対象に調査員による個別面接調査を行い，1,279 人から回答を得た（回収率 32％）。

● 災害時に被災地内での防災ボランティア活動に
参加の意向を持つ人は、全体の６９％を占める。

　 さらに、７０歳未満では７７％を占める。

災害時の被災地内におけるボランティア活動

避難所の運営の手伝い
（救援物資の仕分け・配布など）

家屋などの片づけの手伝い

子供の世話や遊び相手、高齢者などの介護の手伝い

特別の資格や技能を活かした手伝い

災害ボランティアセンターの運営の手伝い

サロン活動の手伝い（被災者の憩いの場づくりなど）

被災者への情報提供（情報誌の作成など）

その他、参加したいと思うボランティア活動 101010

ｎ＝1,279ｎ＝1,279ｎ＝1,279

参加意向がある（881）
69％

参加意向がある（881）
69％

参加意向がある（881）
69％

参加したくない
（282）
22％

参加したくない
（282）
22％

参加したくない
（282）
22％

未回答（116）
9％

未回答（116）
9％

未回答（116）
9％

502502502

359359359

346346346

949494

113113113

119119119

179179179

参加の意向

被災地内でのボランティア活動に７割が参加の意向



参加したいと思うボランティア活動

参加の意向

ｎ＝1,279ｎ＝1,279

ｎ＝1,292
複数回答可

　内閣府では、防災ボランティア活動への意識調査を平成 22年８月６日から 15日にかけて実施した。
全国の 20歳以上の男女 4,000 人を対象に調査員による個別面接調査を行い，1,279 人から回答を得た（回収率 32％）。

● 被災地外での防災ボランティア活動に参加の意
向を持つ人は、全体の７１％ を占める。

　 さらに、７０歳未満では７７％ を占める。

● 活動の内容は、「募金（義援金など）に関する活動」が一番多く、ついで「救援物資など
の収集、仕分け、配送」「被災者・被災地のボランティア活動のためのお金、物資の寄付」
が多くなっている。

災害時の被災地外におけるボランティア活動

救援物資などの収集、仕分け、配送

被災者・被災地のボランティア活動のための
お金、物資の寄付

募金（義援金など）に関する活動

被災地のボランティア活動の広報、啓発

被災地のボランティア活動のための活動資機材等の貸与

その他、参加したいと思うボランティア活動

325325325

235235235

99

626262

818181

580580580

ｎ＝1,279ｎ＝1 279ｎ＝1,279

参加意向がある（908）
71％

参加意向がある（908）
71％

参加意向がある（908）
71％

参加したくない
（278）
22％

参加したくない
（278）
22％

参加したくない
（278）
22％

未回答（93）　7％未回答（93）　7％未回答（93）　7％

0 150 300 450 600

被災地外でのボランティア活動に７割が参加の意向


